














満期ハイリスク児として主なものは,重症仮死,新生児期痙攣,子宮内発育地帯,IDM など母

親の疾患による児が考えられるので,これらの児のフォローアップの要点について記載す

る。 

満期ハイリスク児のチェックの要点は,結局,乳幼児健診におけるリスク児の発達チェック

と同じである。従ってここでは各月例毎の問診項目と確認方法を記載した。問診項目は,

母親に直接質問し確認しながら尋ねることと,問診項目が全部通過していれば,まず正常範

囲の発達と考えてよい。確認事項は,問診項目の確認が主にできない時や通過が不確かな時

に行う。確認事項が全部できれば正常,できなければ発達の遅れで異常,判定がどちらでも

ないときは疑いとする。疑いの時は後の「境界児の早期発見と取扱方」の月齢別チェック

項目をおこない判定に役立てる。 


